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1.はじめに 
 四国中央市では 2021 年（令和３年）１月現在、５箇所の道路トンネル（以下「トンネ

ル」）を管理しています。 
トンネルの維持管理は、社会資本ストックの増加により適切な維持管理が不十分なため構

造物の老朽化が進行し、全国のトンネルにおいては第三者被害が発生しています。 
これまで本市では、定期点検や日常パトロールにおいて、損傷を発見後、対処療法的に修

繕を実施してきました。損傷が顕在化してからの対策（事後保全型管理）では、比較的大規
模な修繕が一時期に集中し、多額の事業費が必要になることや、交通規制等による道路のネ
ットワーク機能の低下が起こることが懸念されます。 
 トンネルの機能を適正に維持するには、損傷が軽微な段階で予防的に修繕を行う対策（予
防保全型管理）へと移行する必要があります。 
 トンネル⻑寿命化修繕計画は、限られた財源と管理体制の下で、効率的かつ効果的な修繕
を行う中期的な計画となります。今後はこの計画に基づき、利用者の安心・安全確保、施設
の延命化、コスト縮減を目的に着実に維持管理に取り組みます。 
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2.トンネルの概況 
2.1.トンネルの現状 
 本市が管理するトンネルは、2021 年 1 月現在 5 箇所です。工法の内訳は、素掘りのトン
ネルが 1 箇所、NATM 工法のトンネルが 4 箇所です。 

表 2.1 トンネル⼀覧表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.1 対象トンネル位置図 

1 ⻑野
ナ ガ ノ

隧道
ズイドウ ⾦砂町平野⼭⻑野 北岸線 1955(昭和30) 66 67.5 素掘り

2 藤原
フジワラ

トンネル 富郷町津根⼭ 藤原葛川線 1997(平成9) 24 249.0 NATM

3 あじさいトンネル 富郷町津根⼭ 藤原葛川線 1999(平成11) 22 325.5 NATM

4 宮城
ミヤシロ

トンネル 富郷町津根⼭ 藤原葛川線 1997(平成9) 24 201.0 NATM

5 葛川
クズカワ

トンネル 富郷町津根⼭ 葛川城師線 1997(平成9) 24 151.7 NATM

工法No.トンネル名 箇所  路線名 建設年 経過年 延⻑(m)
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写真 2.1 ⻑野隧道             写真 2.2 藤原トンネル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 2.3 あじさいトンネル          写真 2.4 宮城トンネル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   写真 2.5 葛川トンネル 
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2.2.トンネルの老朽化 
本市の建設後 50 年経過したトンネルは、2021 年 1 月現在 1 箇所ですが、30 年後（2051

年）には、5 箇所すべてのトンネルが建設後 50 年以上となります。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.2 建設後 50 年を経過したトンネルの推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1箇所

4箇所

2021年

5箇所

2051年
建設後50年以上 建設後50年未満

30年後
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3.トンネルの維持管理 
本市では、管理するトンネルの状況を把握し、損傷状況に応じた措置を実施するため平成

24 年度から点検を実施し、適切なトンネルの維持管理に努めてきました。点検の概要を以
下に示します。 
3.1.点検の種類 
(1)日常点検 
 原則として道路の通常巡回を行う際に併せて実施する目視点検です。 
(2)定期点検 
 トンネルの最新の状態を把握するとともに、次回の点検までに必要な措置等の判断を行う
上で必要な情報を得るために高所作業車を用いて近接目視で行う点検です。 
(3)臨時点検 
 自然災害 （集中豪雨、地震等）およびトンネル内で事故が発生した際に実施する点検です。 
(4)異常時点検 
 日常点検等により変状等が発見された場合に実施する点検です。 
(5)調査 

点検により発見された変状や原因等をより詳しく把握し、対策の必要性およびその緊急性
を判定するとともに、対策を実施するための設計・施工に関する情報を得るために行います。 
 
 
 
 
 

図 3.1 トンネル点検の種類 

 
 
 
 
 
 
 
 

写真 3.1 点検状況 

トンネル点検 日常点検

定期点検

異常時点検

臨時点検

調査
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3.2.定期点検 
(6)メンテナンスサイクル 
 トンネルの維持管理では、メンテナンスサイクル （点検、診断、措置、記録）を定められ
た期間で確実に実施することが重要です。トンネルの定期点検を対象としたメンテナンスサ
イクルの基本的なフローを以下に示します。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2 定期点検を対象としたメンテナンスサイクルの基本的なフロー 
道路トンネル定期点検要領 平成 31 年 3 月 国土交通省 道路局 国道・技術課 p.5 
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(7)点検対象箇所 
定期点検は、近接目視により行うことを基本とします。また、必要に応じて触診や打⾳等

の非破壊検査等を併用して行います。 
 点検において対象とする標準的な箇所を以下に示します。 
  
 
 
 
 
 
 

図 3.3 点検対象箇所（左:トンネル内、右：トンネル坑⼝部） 
道路トンネル定期点検要領 平成 31 年 3 月 国土交通省 道路局 国道・技術課 p.13,14 
 
(8)点検結果の判定 

定期点検では、トンネルの変状状況を把握した上で、変状毎に下表の判定区分による判定
を行います。 

表 3.1 定期点検結果：変状毎の判定区分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道路トンネル定期点検要領 平成 31 年 3 月 国土交通省 道路局 国道・技術課 p.19 
 
 

定義
利用者に対して影響が及ぶ可能性がないため、措置を必要としない
状態。

Ⅱb 将来的に、利用者に対して影響が及ぶ可能性があるため、監視を必
要とする状態。

Ⅱa 将来的に、利用者に対して影響が及ぶ可能性があるため、重点的な
監視を行い、予防保全の観点から計画的に対策を必要とする状態。
早晩、利用者に対して影響が及ぶ可能性が高いため、早期に対策を
講じる必要がある状態。
利用者に対して影響が及び可能性が高いため、緊急に対策を講じる
必要がある状態。

※1 判定区分Ⅳにおける「緊急」とは、早期に措置を講じる必要がある状態か
ら、交通開放できない状態までをいう.

区分

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ
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写真 3.2 変状状況写真 
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3.3.健全性の診断 
 健全性の診断は、トンネル定期点検結果に基づき実施します。 
(9)判定区分 
1)トンネル本体工 

トンネル本体工の健全性の診断は、下表の判定区分により行います。 
表 3.2 トンネル毎：健全性の判定区分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

道路トンネル定期点検要領 平成 31 年 3 月 国土交通省 道路局 国道・技術課 p.24 
 
2)トンネル内附属物 

トンネル内附属物 （照明、ケーブル、標識、取付⾦具等）の取付状態に対する異常の判定
区分は、「○」（対策を要さないもの）と、「×」（早期に対策を要するもの）の 2 区分に大別
されます。 

表 3.3 附属物に対する異常判定区分 
 

 
 
 

道路トンネル定期点検要領 平成 31 年 3 月 国土交通省 道路局 国道・技術課 p.20 
 
 
 
 
 
 
 

状態

Ⅰ 健全 道路トンネルの機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ 予防保全段階 道路トンネルの機能に支障が生じていないが、予防保全の
観点から措置を講ずることが望ましい状態。

Ⅲ 早期措置段階 道路トンネルの機能に支障が生じる可能性があり、早期に
措置を講ずべき状態。

Ⅳ 緊急措置段階 道路トンネルの機能に支障が生じている、又は生じる可能
性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

区分

異常判定区分 異常判定の内容
× 附属物等の取付状態に異常がある場合

〇 附属物等の取付状態に異常がないか、あっても軽微な場合
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3.4.措置 
健全性の診断に基づき、道路の効率的な維持および補修が図られるよう、必要な措置を講

じます。措置は、適用する対策の効果と持続性、即応性、点検後に行われる調査の容易性等
から、対策（応急対策および本対策）、監視に区分されます。 

表 3.4 本対策の代表例 

 

 

 

 

 

 
道路トンネル定期点検要領 平成 31 年 3 月 国土交通省 道路局 国道・技術課 p.28 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 3.3 補修対策事例 
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3.5.記録 
 定期点検および診断の結果並びに措置の内容等を記録し、当該道路トンネルが利用されて
いる期間中は、これを保存します。 
 なお、定期点検後に補修等を行った場合、その他、事故や災害等によりトンネルの状態に
変化があった場合には、必要に応じて「健全性の診断」を行い、記録に反映します。 

表 3.5 定期点検要領 定期点検記録様式リスト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道路トンネル定期点検要領 平成 31 年 3 月 国土交通省 道路局 国道・技術課 p.69 
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4.トンネル⻑寿命化計画 
4.1.優先順位の設定 
(1)優先順位の設定方針 
 優先順位は、〔①健全性〕の低いトンネルを優先して実施することを標準とします。健全
性が同じ区分となる場合は、〔②主要輸送・避難道路、車両通行の可否〕、〔③経過年数〕、〔④
延⻑〕の順で優先順位を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.1 優先順位の設定イメージ 

※１．対象トンネルで四国中央市地域防災計画の主要輸送・避難道路に指定された路線はな
い。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

優先順位

1位.○○トンネル

2位.○○トンネル

3位.○○トンネル

4位.○○トンネル

5位.○○トンネル

Ⅳ判定

Ⅰ判定

該当

非該当

古い

新しい

⻑い

短い

①健全性 ③経過年数 ④延⻑
②路線重要

(避難道路等)
令和2年度 四国中央市トンネル⻑寿命化 【本体工】対策優先順位イメージ
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(2)過年度点検結果 
 本市の管理するトンネルは、2019 年に定期点検を実施しています。定期点検の結果判定
された「健全性の診断結果」および「附属物の異常（×判定）の箇所数」を以下に示します。 

表 4.1 過年度点検結果 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)優先順位 

優先順位の設定結果を以下に示します。 

 
図 4.2 優先順位の設定結果 

 
 
 
 
 
 

優先順位

1位.藤原トンネル
2位.宮城トンネル

3位.葛川トンネル

4位.あじさいトンネル

5位.⻑野隧道

Ⅱ判定

①健全性 ③経過年数 ④延⻑
②路線重要度
(避難道路等)

Ⅱ判定
Ⅱ判定
Ⅱ判定
Ⅱ判定

非該当
非該当
非該当
非該当

※車両通行不可

22年
66年

24年
24年

24年

151.7m

249.0m
201.0m

No. 路線 トンネル名 延⻑
(m)

建設年 経過年 直近の
定期点検

健全性の
診断結果

附属物
×判定の数

1 北岸線 ⻑野 67.5 1955
(昭和30)

66 2019年1月 Ⅱ 附属物無し

2 藤原葛川線 藤原 249.0 1997
(平成9)

24 2019年1月 Ⅱ 0

3 藤原葛川線 あじさい 325.5 1999
(平成11)

22 2019年1月 Ⅱ 0

4 藤原葛川線 宮城 201.0 1997
(平成9)

24 2019年1月 Ⅱ 0

5 葛川城師線 葛川 151.7 1997
(平成9)

24 2019年1月 Ⅱ 0
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4.2.基本方針 
 本市では、トンネルに著しい損傷が生じた状態を発見した段階で対策を施す「事後保全型
管理」から、定期的に点検・診断を行って状況を常に把握し、損傷が軽微な段階で予防的に
対策を行う「予防保全型管理」を導⼊して、トンネルの⻑寿命化を図ります。 
 予防保全型の管理を行うことで⻑期的な視点からみたライフサイクルコストの縮減を実
現します。 

 
 
 
 
 
 
 

図 4.3 予防保全型管理と事後保全型管理のイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

予防保全型管理

事後保全型管理

健全性

経過年

コスト

経過年

予防保全型管理

事後保全型管理

令和2年度令和2年度



15 
 

4.3.管理水準の設定 
 本市のトンネルの管理水準は、予防保全段階に該当する「Ⅱ判定」以上とします。 

表 4.2 判定区分と管理水準 

 
 
 
 
 
 
 

道路トンネル定期点検要領 平成 31 年 3 月 国土交通省 道路局 国道・維持課 p.24 
 

定期点検にて、管理水準「Ⅱ判定」以下と判定されるトンネルは、措置（対策）を実施し
て管理水準以上に回復させます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.4 トンネル予防保全型管理のイメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 

状態

Ⅰ 健全 道路トンネルの機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ 予防保全段階 道路トンネルの機能に支障が生じていないが、予防保全の
観点から措置を講ずることが望ましい状態。

Ⅲ 早期措置段階 道路トンネルの機能に支障が生じる可能性があり、早期に
措置を講ずべき状態。

Ⅳ 緊急措置段階 道路トンネルの機能に支障が生じている、又は生じる可能
性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

区分

四国中央市
トンネル
管理水準

経過年

健全性

↑四国中央市トンネル管理水準

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ
管理水準以下となる前
⇒措置（対策）

措置（対策）後
⇒管理水準以上に回復

健全

予防保全段階

早期措置段階

緊急措置段階

定期点検 定期点検 定期点検 定期点検 定期点検 定期点検

この間に対策

令和2年度
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4.4.ライフサイクルコストの算出結果 
対象トンネルの 100 年間の予防保全型と事後保全型のライフサイクルコストの算出結果

を以下に示します。 
予防保全型の維持管理を行うことで、事後保全型の維持管理を実施した場合と比較して、

今後 100 年間で約 4 千万円のコスト縮減効果が期待できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.5 四国中央市トンネル （予防保全型、事後保全型）ライフサイクルコストの比較結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8.8

8.9

9.0

9.1

9.2

9.3

9.4

9.5

事後保全型 予防保全型

予防保全型と事後保全型の比較結果

約9.4億円

約9.0億円

100年間で約4千万円
の縮減効果

（億円）
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4.5.⻑期事業計画 
⻑期事業計画（案）では、⻑期的なスパン（10 年間：令和 3 年〜令和 12 年）での計画を    
立案する。 

表 4.3 ⻑期事業計画（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※⻑期事業計画をトンネル⻑寿命化計画は、次回点検定期（令和 5 年度）結果を基に点検業
務内で見直し、更新する。 
※各年度の予算は、現時点での概算（仮）である。定期点検結果等の現地状況及び、各業務、
工事内容等に応じて、増減する可能性がある。 
※定期点検にて必要な場合のみ、補修設計を行う。補修設計を基に翌年度、補修工事を実施
する予定である。 
※⻑野隧道（素掘り）は、日常点検・定期点検等で変状や異常が確認された際に適時、通行
規制を含む措置を講じる。 
 
 
 

2018年
(平成30)

2019年
(令和元)

2020年
(令和2)

2021年
(令和3)

2022年
(令和4)

2023年
(令和5)

2024年
(令和6)

2025年
(令和7)

2026年
(令和8)

2027年
(令和9)

2028年
(令和10)

2029年
(令和11)

2030年
(令和12)

▲ ▲
2.0 2.0

▲ ▲
1.1 1.1

● ● ●
2.5 2.5

計(百万円) 0.0 14.0 39.5 25.1 22.0 27.0 0.0 14.5 1.1 0.0

計画（案）【単位：百万円】

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

3.5

照明設計
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⇒
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5.⻑寿命化修繕計画の取組み 
5.1.メンテナンスサイクル 
 予防保全型管理を着実に実施するために点検・診断の結果に基づき、適切な措置（対策）
を実施します。また、それらの記録を蓄積、活用することで、効率的かつ効果的なメンテナ
ンスサイクルを確立、推進し、持続的に回します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 0.1 メンテナンスサイクル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

点検

診断措置

記録
・状態把握、損傷の発見等

四国中央市トンネル

メンテナンスサイクル

・状態や損傷の程度の評価、
損傷による影響の判断等

・補修、補強、監視等

・定期点検、補修工事
の情報等
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5.2.PDCA サイクル 
 トンネルの変状原因は、環境、材料、施工等々、多岐にわたっており、必ずしも変状原因
と変状現象が一対一の対応になっていません。今後もトンネルに関する維持管理記録を蓄積、
分析することでより効率的な維持管理を目指します。 
 また、今後も新しい技術を積極的に導⼊し、PDCA サイクルを回し続けることで、最適な
トンネル⻑寿命化修繕計画を目指します。 

 
図 0.2 PDCA サイクル 

 
 
5.3.新技術の活用 
 平成 31 年 2 月に道路トンネル定期点検要領が改訂され、近接目視と同等の健全性の診断
を行うことが可能と判断できる方法であれば、近接目視によらない方法での点検が可能とな
りました。「点検支援技術性能カタログ」に掲載されている新技術等を活用しながら、効率
的に点検を行い、「NETIS 登録技術」等に掲載されている新材料・新工法を活用し、工期短
縮と今後５年間で 4％程度のコスト削減を目指します。  
 
5.4.集約化・撤去の検討 
 あじさいトンネル、葛川トンネル、宮城トンネル、藤原トンネルは、富郷ダム建設時にダ
ム湖を一周するために整備されたトンネルで、富郷ダムを管理する上で必要な施設であるた
め、集約化・撤去ができない施設である。 
 また、⻑野隧道においても⾦砂湖の遊歩道として利用されているため、5 トンネル全て集
約化・撤去ができない状況である。 
 

Action Plan

DoCheck

計画

実行評価

改善
四国中央市トンネル
⻑寿命化修繕計画の策定

四国中央市トンネル
⻑寿命化修繕計画に基づく
施策の実行

四国中央市トンネル
⻑寿命化修繕計画の
現況評価

四国中央市トンネル
⻑寿命化修繕計画の見直し
(次回令和5年度:予定)
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6.トンネル⻑寿命化修繕計画策定担当部署 
6.1.計画策定担当部署 
  四国中央市建設部建設課 

〒799-0431 愛媛県四国中央市中曽根町 500 番地 
TEL 0896-28-6034  FAX 0896-28-6189 

 


